
2025年 1月のカレンダー
みんなのちからで３９年

(今年の９月で３９年目を迎えます)

12/14 青年の会 12月のｷﾞｬﾗﾘｰから

新宿 都庁 ｸﾘｽﾏｽBOX

。

作詞者名は､｢平和を焼くな｣は

広場 ﾒﾝﾊﾞｰ2人の名前の合成。

｢怒りと祈り｣は東久留米と八王子

の知人の名前の合成です｡穹(ｶﾄｳ)

が曲をつけました。ご希望があれ

ば､その場で歌ってさしあげます。

◎ご不要のハガキ等ありましたらお譲り下さい。

ひろばの通信費になります。 学びの広場

★学びの広場に入室する時には、マスク TEL&FAX 042-322-7160

の着用、手指の消毒をお願いします。 ＨＰ http://manabinohiroba.com/

また、ご家庭での検温など健康管理 E-mail manabinohiroba.com@gmail.com

にご協力ください。 ↑ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ変更しました。

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4

　空欄の日にはﾏﾝﾂｰﾏﾝなど個別の活動をしています。空いているところ  

  に、ご自分の予定を記入してお使いください。

　　　　

           人形劇 12～2時

5 6 7 8 9 10 11

      スタッフ

　ミーティング

     10～1時   

金曜デイ 10～1時

  アート   

 

青年の会  10～2時

外出 初詣 大國魂神社

　学びの広場10時集合　

12 13 14 15 16 17 18

 スタッフ

　ミーティング

金曜デイ 10～1時

  織りもの

　

織りもの  10～12時

19 20 21 22 23 24 25

スタッフ

　ミーティング

金曜デイ 10～1時

  湧水巡り

青年の会 10～1時 

  アート

  

26 27 28 29 30 31

　 スタッフ

　ミーティング

金曜デイ 10～1時

　 オレンジ 

  



みんなの掲示板 「パソナ夢のデザイン大賞2024」 街角アート

優秀賞 特別賞 ★ ｱｰﾄｷﾞｬﾗﾘｰ絵の具箱

鈴木伸明さん

Ｓさん姉妹の作品 ★ ★

仲吉さん

伊賀敢男留さん 吉森菜央さん ★

「On the table」 「あか･きいろ･みどり」

特別賞 ★

仲吉陽光さん

Ｈさん 「最初の作品たち」

イチジクと垣根と信号機

こどもの頃､庭にイチジクの木があった。夏になると沢山の甘く美味しい実をつけた｡時に実の中をアリ

が動き回っていることもあり､水で洗ってアリを落として食べたこともある。木は太い枝が低く横に広がっ

ていたので、実を取ることは簡単だった。また、クワガタやカブトムシなどの大型昆虫が枝に集まってくる

こともあり、ワクワクしながら手で捕獲した。枝が傷つくとミルクのような白い樹液が出た。

また家の周りはマサキの垣根に囲まれており、その根元には袋蜘蛛※がいた。たまに噛まれて痛い思いを

することもあったが、蜘蛛を捕まえることは楽しかった。葉を取ってまるめて笛にして、音をプープー出し

て遊んだりもした。

ところが小学校６年生くらいの頃､私が学校にいる間に､事件が起きた｡自宅横の交差点で衝突事故があり、

トラックが飛び込んできたのである。トラックは垣根をなぎ倒し、家にぶつかる寸前に、イチジクに衝突し

て止まったとのことだった。イチジクが家を守ってくれたのである。

しかし、その後すぐ､イチジクは処分されてしまった。また、事故が起きた場合の安全確保のため､垣根が

取り壊され､代わりにブロック塀が設置された。更に､家の横の交差点は元々非常に衝突事故が多かったこと

もあって、この事故をきっかけとして、信号機が設置された。こうして、私にとって幼いころの遊び場だっ

たイチジクや垣根を失うという犠牲は払ったものの、家の周りはより安全になった。

さて､その後､長い時の経過と共に､ブロック塀も､トラックによる損傷を逃れた家も､取り壊されてしまい、

我が家から､トラック事故を思い出させるものは､完全に消え去ってしまった。しかし、信号機だけは､事件

から６５年程たった今でも、家の横の交差点で、交通事故を防ぐという役割を果たしてくれている。

※袋蜘蛛 ― マサキの幹の根元に近い部分から地中にかけて細長い灰色の袋があり、その中に蜘蛛がいた。

袋をそっと持ち上げて捕まえた。袋が破れて逃げられたこともあった。 （綿引）
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